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こ
の
大
仏
は
、
合
川
・
鎌
沢
の
名
刹
「
白

津
山
正
法
院（
清
水
忠
道
住
職
）」
に
安
置

さ
れ
、
市
の
有
形
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ

て
い
る
木
造
の
仏
像
。
高
さ
が
４
・
82
ｍ

（
約
一
丈
六
尺)

あ
る
こ
と
か
ら
、
正
式
に

は
「
丈
六
延
命
地
蔵
菩
薩
像
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
木
彫
り
で
多
く
の
木
を
寄
せ

集
め
て
作
る
「
寄
木
づ
く
り
」
と
い
う
技

法
が
使
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
頭
部
と
胴

体
は
別
々
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
頭
部
は
、
そ
の
内
面
に
「
延
享
二
年（
１

７
４
５
年
）
十
一
月
　
丈
六
地
蔵
菩
薩
　

蔵
之
丞
作
」
と
の
墨
書
が
あ
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
鎌
倉
時
代
の
大
仏
師
・
運
慶
の
系

統
を
継
い
だ
京
都
の
仏
師
・
蔵
之
丞
了
慶

が
作
り
、
そ
の
後
、
胴
体
部
分
を
蔵
之
丞

の
弟
子
で
同
院
の
第
７
世
悟
山
忍
州
和
尚

が
、
村
人
の
浄
財
や
寺
領
田
の
処
分
に
よ

る
益
金
で
作
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
大
仏
は
「
汗
か
き
地
蔵
」「
弾
丸

（
た
ま
）よ
け
地
蔵
」
と
呼
ば
れ
、
親
し
ま

れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
天
明
や
天
保

な
ど
の
飢
饉
で
疫
病
が
発
生
し
多
く
の
死

者
が
出
た
際
、
村
人
が
大
仏
に
祈
り
を
さ

さ
げ
る
と
、
大
仏
が
こ
れ
に
応
え
る
よ
う

に
汗
を
流
し
、
祈
っ
た
人
々
は
誰
一
人
疫

病
に
か
か
ら
な
か
っ
た
、
と
い
わ
れ
て
い

る
こ
と
、
ま
た
、
戦
争
中
出
征
前
に
大
仏

に
お
参
り
し
た
人
た
ち
は
、
無
事
に
戦
地

か
ら
帰
る
こ
と
が
で
き
た
、
と
い
わ
れ
て

い
る
こ
と
が
そ
の
由
来
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
仏
像
を
安
置
し
て
い
た
旧
大
仏
殿
は
、

文
政
３
年（
１
８
２
０
年
）の
建
築
。
築
後

１
８
０
年
以
上
が
経
過
し
、
老
朽
化
が
進

ん
だ
こ
と
か
ら
、
同
寺
院
の
開
祖
３
５
０

年
を
記
念
し
改
築
が
計
画
さ
れ
、
今
年
10

月
に
完
成
し
ま
し
た
。 

　
一
方
、
仏
像
本
体
も
虫
食
い
で
穴
が
あ

い
た
り
表
面
の
漆
が
剥
が
れ
落
ち
る
な
ど

破
損
が
著
し
く
、
大
仏
殿
の
改
築
を
機
会

に
修
復
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
２
年
前
の

平
成
17
年
11
月
に
静
岡
県
島
田
市
の
仏
師

工
房
に
運
ば
れ
、
修
復
が
続
け
ら
れ
て
い

ま
し
た
。 

　
修
復
を
手
が
け
た
の
は
、
島
田
市
の
文

化
財
保
護
審
議
委
員
も
務
め
ら
れ
て
い
る

仏
師
の
杉
浦
瑞
慶
さ
ん（
59
）。
細
か
く
分

け
る
と
70
か
ら
80
に
も
な
る
各
パ
ー
ツ
の

破
損
状
態
を
見
極
め
、
汚
れ
の
洗
浄
、
木

地
の
不
良
部
分
の
補
足
、
塗
装
の
下
地
づ

く
り
、
塗
り
直
し
な
ど
何
段
階
に
も
な
る

地
道
な
工
程
を
経
て
２
６
０
年
前
の
姿
に

復
元
さ
れ
ま
し
た
。 

　
解
体
・
修
復
の
過
程
で
は
、
空
洞
の
胴

体
の
中
か
ら
、
高
さ
20
㎝
ほ
ど
の
小
さ
な

仏
像
が
発
見
さ
れ
、
ま
た
、
大
仏
の
素
材

は
胴
体
は
カ
ツ
ラ
、
頭
部
は
マ
ツ
と
言
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
頭
部
が
ク
ス
ノ
キ
で

あ
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。 

　
こ
う
し
て
胴
体
、
頭
部
、
手
足
な
ど
の

大
き
な
パ
ー
ツ
が
杉
浦
さ
ん
の
工
房
で
完

成
、
胴
体
部
分
は
昨
年
９
月
、
頭
部
は
12

月
に
改
築
さ
れ
た
大
仏
殿
に
運
び
込
ま
れ
、

組
み
立
て
と
細
部
の
塗
り
な
ど
の
仕
上
げ

作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
修
復
完
成
を
祝
う
落
慶
法
要
は
、６
月
24

日
に
開
か
れ
る
恒
例
の
地
蔵
祭
と
合
わ
せ

て
行
わ
れ
ま
す
が
、清
水
住
職
は
、「
常
時
公

開
し
て
い
ま
す
の
で
、い
つ
で
も
お
気
軽
に

拝
観
し
て
く
だ
さ
い
」と
話
し
て
い
ま
す
。  

■
お
問
い
合
わ
せ 

▽
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
（
�

62-

６
６

１
８
）▽
白
津
山
正
法
院（
�

78-

２
０
２
２
） 

　
老
朽
化
の
た
め
専
門
家
に
よ
る
修
復
が
行
わ
れ
て
い
る
鎌
沢
・
白
津

山
正
法
院
の
、
通
称
「
鎌
沢
の
大
仏
」
の
化
粧
直
し
が
ほ
ぼ
終
わ
り
、
今

年
６
月
の
落
慶
式
を
前
に
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。大
仏
は
木
造
で
高
さ

は
４
ｍ
82
㎝
。頭
部
の
内
面
に
は
延
享
２
年（
１
７
４
５
年
）作
の
墨
書

が
あ
り
ま
す
。
剥
げ
落
ち
て
い
た
塗
装
も
、
金
箔
と
漆
な
ど
で
仕
上
げ

ら
れ
、作
ら
れ
た
当
時
の
姿
が
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。 

市
指
定
文
化
財
﹁
丈
六
延
命
地
蔵
菩
薩
像
﹂

合
川
鎌
沢
・
白
津
山
正
法
院

作
ら
れ
た
当
時
の

姿
よ
み
が
え
る

じ

ょ

う

ろ

く

え

ん

め

い

じ

ぞ

う

ぼ

さ

つ

ぞ

う

し
ろ
つ
さ
ん
し
ょ
う
ぼ
う
い
ん

か
ま
の
さ
わ

▲
「
汗
か
き
地
蔵
」「
弾
丸
よ
け
地
蔵
」
と
も
呼

ば
れ
、
地
域
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
き
た
丈

六
延
命
地
蔵
菩
薩
像（
左
は
修
復
前
の
大
仏
） 

た
ま 
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ち
ゅ
う
ど
う 

よ
せ
ぎ 

く
ら
の
じ
ょ
う
り
ょ
う
け
い 

ご
さ
ん
に
ん
し
ゅ
う
お
し
ょ
う 

じ
り
ょ
う
で
ん 

ず
い
け
い 

　森吉公民館では「布ぞうり作り教室」を１２月１０

日と１３日に開催し、延べ２７名の受講生が講師の

高橋キヨ子さんから布ぞうり作りを学びました。 

　１３日は、初めてスリッパタイプの布ぞうりを作

りました。午前中に甲の部分を、午後から本体の編

み上げと本体に甲の部分を縫い付けまで行ない、最

後の仕上げは持ち帰って各自で行うこととしました。 

　受講生は完成間近の作品を手に、「家族にも作って

あげたい」「自分の布ぞうりが出来てうれしい」と、 それぞれ出来栄えに満足していたようすでした。 

自作の出来栄えに大満足！ 

森吉公民館「布ぞうり教室」 

▼ 

　
和
気
あ
い
あ
い
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品

作
り
に
取
り
組
ん
だ「
布
ぞ
う
り
教
室
」 

 

　合川公民館で１２月１６日、市内の園児や小学生

の親子４５人が参加し、「ハッピークリスマス会」が

開かれました。 

　子どもたちは、はじめにサークル『おはなしピッ

コロ』による大型絵本の読み聞かせや紙芝居、人形

劇の上演などを楽しみました。 

　続いて、ピッコロによるハンドベル演奏に合わせ

てみんなでいっしょに歌をうたい、ひと足早いクリ

スマスムードに浸りました。お昼には、おいなりさ

んに人参やグリンピースで顔を作ったりと自分だけ

のオリジナルケーキを完成させ、子どもたちの笑顔

がこぼれていました。会食の後には、サンタクロー

スや「森っち」からプレゼントをもらい大満足の一

日でした。 

紙芝居、人形劇、ケーキで笑顔満面 

合川公民館「ハッピークリスマス会」 

▼ 

　
サ
ン
タ
さ
ん
や
「
森
っ
ち
」
か
ら
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス
会 

 

　中央公民館で

は、親子のきず

なや育児のあり

方について考え

る機会にしても

らいたいと、１２月

１７日、絵本の読み

聞かせなどの活動を

している秋田市在住の谷

京子さんを招き、家庭教育講座『絵

本の世界を楽しもう』を開催しました。 

　当日は、親子２８組６３人のほか、絵本の読み聞か

せに興味のある大人１６人の合計７９人が参加しました。 

　クリスマスムードいっぱいの会場で、谷さんによ

る絵本の読み聞かせや男鹿のなまはげ伝説のエプロ

ンシアターなどを体験し、楽しい時間を過ごしました。 

　谷さんは、読み聞かせの合間に子育てなどについ

てアドバイスも行いました。終了後、テーブルに谷

さん持参の絵本が並べられ、親子でお気に入りの絵

本を手にとり、じっくりと見入っていました。 

楽しい絵本の世界へようこそ

中央公民館家庭教育講座『絵本の世界を楽しもう』 

▼ 

　
お
母
さ
ん
た
ち
も
楽
し
み
な
が
ら

読
み
聞
か
せ
の
コ
ツ
を
学
び
ま
し
た 


